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学校・学年
区分

初 等 学 校 中 学 校

学年 1 2 3 4 5 6 7 8 9

国語 国語 210/238 238 204 204 204 170 136 136

道徳 正しい生活 60/68 34 34 34 34 68 68 34

教 社会 102 102 102 102 102 102 136

数学 数学 120/136 136 136 136 136 136 136 102

科学 賢い生活 90/102 102 102 102 102 102 136 136

実科 楽しい生活180/204 68 68 技術・家庭

68 102 102

科 体育 私たちは1年生80 102 102 102 102 102 102 68

音楽 68 68 68 68 68 34 34

美術 68 68 68 68 34 34 68

外国語
英語

34 34 68 68 102 102 136

裁量活動 60 68 68 68 68 68 136 136 136

特別活動 30 34 34 68 68 68 68 68 68

年授業時数 830 850 986 986 1088 1088 1156 1156 1156



学校教育のシステム

初等学校（６年間）

中学校（３年間）

高等学校（３年間）

＊１０年間の「国民共通基礎教育課程」

＊平準化政策の施行（1974年以降）

・・全国約半数の高校生は、高校入試なし

で進学できる制度を韓国市民は選択



①小学校低学年と中・高学年、中学校と高等学校
2～3学年での教育課程が若干異なっている

②小学校３学年から英語が必修である

③「裁量活動」があり、そこで環境教育等の学校
独自の学習活動を組める

④日本よりも年間総時間数が多くなっている

⑤理科の授業時間（日本と韓国の比較）

・小学校６年＝95時間（年間945時間）と102時間
（1088時間）

・中学校３年＝80時間（980時間）と136時間（115
6時間）

・義務教育段階での総理科授業時数でみれば640時
間と782時間



韓国教育課程改革と「環境科」
1981年
から
1991年

・1981年公示の「第4次教育課程」総論編（教
育目標と編成）の運営指針「…環境教育など
は教育活動全般にわたって行うように…」

・1987年公示の「第５次教育課程」で初・中等
学校で「分散的接近による環境教育」を開始

・憲法で環境権が規定され、環境庁が環境処
に昇格。

1992年
以降

・1992年公示の「第６次教育課程」で選択教科
「環境科」を新設。

・1997年公示の「第７次教育課程」で、中・高
校の選択教科環境科での環境教育の相対
的重点を設け、内容を拡充した。



「何よりもこれまで多くの教科で分散的に行
われた環境教育を安定的な基盤の上で実践
できるように制度化されたことであ」り、それ
は「国家、社会的問題解決のために、教育が
手段として動員された教科」である。

第６次教育課程改革での
「環境科の独立の意義」



「環境科」設置への期待（第７次教育課程）

１ 「科学技術に対する絶対的な信頼をもってい
る技術志向主義者達の中には、環境問題を
いつでも決心さえすれば解決のできる問題の
一つであるという考えをもつ場合もあるが、人
間と環境の関係に対する根本的な認識の変
化なしに環境問題を解決することはできな
い。」と言いきる確信

２ 環境教育カリキュラムを「中学校での環境教
育は初等学校での実践を主とする環境教育と、
高等学校での認知学習を主とする環境教育を
連結させる橋梁的な性格でなければならな
い」



「環境科」の指針

１ 内容選定及び組織の基準
１）人間と環境との関係を理解する
２）環境問題を正しく認識して合理的な解決方法を探究する
３）地球環境保全をため自主的な活動に積極参与する

２ 環境教育内容
１）環境教育の目標をバランスよく達成する
２）環境教育内容の実用性を重視（生活中心、実践志向的）
３）社会が要求する環境関連主題を含める。環境問題の本質
に対する総合的（人文・社会科学的）な理解と対策

４）内容の量と水準の適正化（22から17個の小主題に）
５）「環境科」以外の社会、科学、道徳などとの関連を配慮
６）環境問題発生の理解に必要な基本概念と事例を重視
７）小中高校間の系列性を考慮
８）活動重視（野外調査、観察、実験、実習、現場体験学習）
の教授・学習と、評価との連動



韓国・第７次教育課程での環境教育の学習内容
領 域 内 容

人間と
環境

人間と環境 ・環境とは何か
・環境を構成する要素

環境の変化 ・人間活動と環境変化
・環境保全と開発

環境問題と
その対策

資源は生活の原動力 ・人間生活と資源
・限定された資源と増える資源の使用量

守るべき生活環境 ・清くてさわやかな空気
・きれいで豊かな水
・再使用するゴミ

地球の環境問題 ・暑くなる地球
・減る森林と増える砂漠地域
・消える生物種

環境保全 環境保全のために
実践すべき行動

・我々の家で
・我々の学校で
・我々の洞で

快適な環境づくり ・快適な環境と「生」の質
・地球をいかそう



学校階梯 学年 教 科 内容の特徴 週時数

初等教育
(小学校）

１～２ 賢い生活
社会科と総合され
た科学

4

3

科学

総合科学
物理、化学、生物、
地球科学の章に
分かれている

3

４～６ 4

中学校 ７～９ 4

高等学校

10 共通科学 統合科学とSTS 3

11～12

・生活と科学
・物理Ⅰ・Ⅱ
・化学Ⅰ・Ⅱ
・生物Ⅰ・Ⅱ
・地球科学Ⅰ・Ⅱ
・実験

２年間
で４

あるい
は

６単位

韓国の科学科カリキュラムと科目



韓日の小学校６年「環境」についての教育課程での記述

(7)快適な環境
この主題は、生態系と環境保全について扱う。

第6次教育課程「環境汚染と自然保存」
と中学校3年生「自然環境と私たちの生
活」の一部内容を扱う。生き物を取り囲
んだ環境の条件を調査して、生物的環
境と非生物的環境を区分して、生産者と
消費者の間の量的な関係を理解して、
食う食われるという複雑な関係によって
生態系の平衡が維持されることを理解
するようにする。

環境汚染とそれによる被害を調査して環境汚
染の深刻性を認識し、水、空気、土壌、
森林の保存の方法を討議する。生態系
の基本概念と生態系の平衡を扱うが、
環境汚染による生態系の平衡の破壊を
適切に扱う。

深化課程の環境汚染の事例調査することは、
自分が住む地域社会に現われている大
気汚染、水質汚染、土壌汚染などに関
する汚染の事例を文や写真など多くの
媒体を利用して収集・発表して、これに
対する解決の方法を適宜研究して発表
するようにする。

（２）動物や植物の生活を観察し、生物
の養分のとり方を調べ、生物と環境
とのかかわりについての考えを持
つようにする。

ア 植物の葉に日光が当たるとでんぷ
んができること。

イ 生きている植物体や枯れた植物体
は動物によって食べられること。

ウ 生物は、食べ物、水及び空気を通
して周囲の環境とかかわって生きて
いること

「内容の取り扱い」
（２）内容の「A 生物とその環境」の(2)

のウについては、食物連鎖などは
取り扱わないものとする。



年生分野 3 4 5 6 ７ ８ ９

知
識

エネ
ル
ギー

磁石遊び
声を出す
影踏み遊び

温度調べ

天秤
バネを伸ばす
熱の移動

電球に光をつ
ける

物体のはや
さ
鏡とレンズ

電気回路を
つくる
エネルギー

水中での重
さと圧力
便利な道具

電磁石

光
力

波

さまざまな
運動

電気

仕事とエ
ネルギー

電流の作
用

物質 身の回りの物質
を調べ

さまざまな固体
の性質調べる
水に粉をとかす

固体混合物を分
離する

さまざまな液
体の性質を調
べる

混合物を分離
する

熱による物体
の温度と体積
変化

姿を変える水

溶液を作り
結晶を作り

溶液の性質
を調べる
溶液の中
の変化

気体の性質

さまざまな
気体
ろうそくの

観察

物質の三状
態
分子の運動

状態変化と
エネルギー

物質の特性

混合物の分
離

物質の構
造

物質変化
の規則性

生命 ショウジョウバ
エの一生

水槽に生物を育
てる

さまざまな葉を
調べる

植物のみきを観
察する

インゲンマメ
を育てる
植物の根

さまざまな動
物の体

動物の生活を
観察する

花と実
葉の作用

小さな生き
物を観察す
る

環境と生き
物

我たちの体
周辺の生物

快適な環
境

生物の構成
消化と循環
呼吸と排泄

植物の構造
と機能

刺激と反応

生殖と発
生

遺伝と進
化

地球 さまざまな石と
土
運び出される土
丸い地球,丸い月
晴れた日, 曇り
日

星座を探し
川と海
地層を探して

化石を探して

天気の変化
水の旅行
火山と岩石

太陽の家族

季節の変化
天気予報

搖れる地

地球の構造
地殻の物質

海水の成分
と運動

地球と星

地球の歴史
と地殻変動

水の循環
と天気変
化

太陽系の
運動

第７次「科学科」の内容体系



７次改訂（○）と８次改訂（・）
学年 領域 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年

運動とエネル
ギー

○磁石遊び ○天秤 ○物体の速さ
○水中での重

さと圧力

○声を出す
○バネを伸ば

す
○鏡とレンズ ○便利な道具

○影踏み遊び ○熱の移動
○電気回路を

つくる
○電磁石

○温度調べ
○電球に光を

つける
○エネルギー ・光

・磁石の性質 ・重さ ・物体の速さ ・エネルギー

・光の直進 ・熱の伝導 ・電気回路 ・磁場

○身の回りの
物質調べ

○さまざまな
液体の性
質を調べ
る

○溶液づくり ○気体の性質

○さまざまな固
体の性質
を調べる

○混合物を分
離する

○結晶づくり
○さまざまな気

体



韓国の小学校の環境教育

学校裁量活動時間

ー 各年生別年間６０−６８時間

特別活動

関連教科目で分散的に実施

（賢い生活、道徳、社会、科学、実科）



小学校の「科学科」教科書での環境教育

分 野 年ー学期ー単元 単 元 名

環境汚染の原因
環境汚染の実態

３－１－３
４－１－５
５－２－５

大切な空気
混合物を分離する
溶液の反応

生態系の原理

３－１－６
４－１－６
４－１－７
４－２－１
５－２－１
５－１－８
５－１－９
６－１－５

水中にすむ生物
植物の根
川と海
動物の体
環境と生き物
水の旅
小さな生物
周辺の生物

環境危機の
克服努力

３－１－８
４－２－７
６－１－６
５－２－８
５－２－５

運び出される土
姿を変える水
さまざまな気体
エネルギー
溶液の反応

環境関連独立単元 ６－２－３ 快適な環境



3-1-3 
大切な空気
(環境汚染の原因と
実態）

空気をきれいにする

方法を調べよう



4-1-5
混合物を分離する

◐海を汚染する油をどのよう
にとり除くのでしょうか?

◐海汚染で死んだ魚オイル

フェンスをつくる人々



5-2-５
溶液の反応

◐最近、大理石でつくられ
た塔が溶けて被害にあっ
ている理由は何か?



酸性雨について
調べましょう。



島や山間地域にも
酸性雨が降るわけ



土壌の酸性化



3-1-6
水中にすむ生物
(生態系の原理）

水中にはどんな生物がく
らしてるのだろうか?

水中生物が生きていくとこ
ろには何が必要だろうか?



4-1-６
植物の根

植物になってみましょう。
植物に関する主題で
役割遊びをしましょう。



５－２ー１

環境と生き物

環境は生物の生活に

どんな影響を及ぼしているか？



６－１－５
周辺の生物



＜読み物＞

リサイクル

3-2-７
まじった物質の分離
（環境危機の克服）



3-1-８
運び出される土
土壌保全の方法

破壊される国土

土を保護する方法を
調べましょう



４－２－７

姿を変える水

水の節約の知恵
私たちが分からない間に
水道水が無駄使いされて
いる。



4-2-８
熱の移動

熱と燃料に対して調べま
しょう。
どうすれば燃料を節約す
ることができるか?



さまざまなエネルギーを
比べましょう.

５－２－８
エネルギー



６-２-３

快適な環境

＜独立した「環境」単元の流れ＞

全体紹介

主
な
内
容

全体整理

＜ゲーム＞
生き物の間の関係

写真の生き物の役目
生産者と消費者の区分

＜ゲーム＞
食物連鎖のカード作り

新聞、雑誌、
インターネットで調査

グループ別調査活動

実際の例紹介

生物が生きるために必要なこと

生物が生きていくために必要な養分を
どのようにとっているのでしょうか?

生物の間の「食う 食われる」の
関係について調べましょう。

生物ピラミッドについて調べましょう。

生態系の平衡について調べましょう。

さまざまな環境汚染について
調べましょう。

環境保全方法について調べましょう。

環境新聞を作ってみましょう。



６－２－３

快適な環境

生物ピラミッド
環境汚染の原因
環境を保全する方法
生物が生きるために必要な事



生物が生きるために
必要なことは何だろう？



生物の間の「食う食われ
る」の関係について調べ
ましょう。



生物ピラミッドについ
て調べましょう。

＜ゲーム＞食物のピラミッド
生物箱でピラミッド積み上げよう。



陸地の生物のピラミッド

湖の植物のピラミッド



環境汚染に対して調査し
た内容をマインドマップで

まとめましょう。

「みなまた病」の紹介
ー1950年代
日本の九州の例



＜環境保全の例＞
快適な環境を作るために
両親と一緒に校庭に森と
池を作った学校

＜環境保全の例＞
環境保全のための国際的な
努力



こんな実験もあるよ
汚染した水をきれいにし
ましょう。

簡単な水の浄化装置を
作って実験しましょう。



環境新聞を作って見
ましょう。

グループ別に町の環境問
題について様々な方法で
新聞を作ってみましょう。



こんな活動もあるよ

水汚染、大気汚染、土嬢汚染、
ゴミなど、関心ある主題を決め
て町の環境マップを作りましょう



韓国の小学校科学教科書の特徴

韓国の小学校の教科書は、全て国定（１種）である
科学教科書のページ数が、日本の約１．７倍
小学校３年では、韓国は２冊、日本は１冊
教科書とともに、ワークブック（「実験観察」）が無償
で配布されている
韓国の科学科教科書は、単元が多い
韓国は「小単元」、日本は「中単元および大単元」
韓国では「自分との関係」で記述されている場合が
多い
日本では「客観的」な記述がまだ多くなっている



１．「環境」科目
＊日本は「環境」の単元

２．概念の説明、学生活動とかSTS、補充・深化学習
などの形で接近

３．多様な教材
＊日本は資源、エネルギー、リサイクル、技術に重点

韓国の中学校「科学」教科書にみる
環境教育の特徴



単元の流れ
単元の導入

探求

概念

クイズ・討議・研究課題・インタネット探訪

科学・技術・社会

自律形成評価

補充学習 深化学習

単元の仕上げ



中学校｢環境｣科」教科書 目次

第1章
人間と環境

Ⅰ．人間と環境 環境とは何か？

環境を構成する要素

Ⅱ．環境の変化 人間活動と環境変化

環境保全と開発

第２章
環境問題と
その対策

Ⅲ．資源は生活の
原動力

人間生活と資源

限りある資源と資源利用の増加

Ⅳ．守るべき
生活環境

きれいな空気

きれいで豊富な水

ゴミの再利用

Ⅴ．地球の
環境問題

熱くなる地球

減っている山林と増える砂漠地域

無くなる生物種

第３章
環境保全

Ⅵ．環境保全
のための行動

家で

学校で

村で

Ⅶ．快適な
環境つくる

快適な環境と生活の質

地球を救う



第1章 人間と環境
Ⅰ．人間と環境
1．環境とは何か
(1)我々を取り巻く環境
(2)生態系と人間 *この単元を終わりに考える
(活動)*研究：酸素が無いと人は生きる事が出来るか？

*野外実習：自然観察日記を書く
*探究活動：人が環境にかける影響とそれによる被
害を調べる

*事例研究：中国から渡って来る黄砂
*事例研究：環境汚染による生態系破壊
*事例研究：人が持って来る帰化生物による生態系
の平衡が壊れている事例

（中学校「環境」教科書の構成）



[環境]科目 選択学校率(2005年12月)

中学校：11.8%(全体2,936校の中 346校)
高校：30.3%(全体2,100校の中 636校)

2015年まで “３０％”



韓国 中学校

「環境」教科書



科学・技術・社会

討議する
１．私たちの周辺で土壌の侵食を
阻むために努力した例を探してみ
よう.

２．ある地域を開発しようと思う時、
考慮しなければならない点につい
て討議しよう.

土壌の
侵食と保存



海水の利用

絵９．世界各国の年間一人当
降水量の比較

学習の仕上げ
適用：海水で水の不足をどの

ように解決することがで
きるか?

絵１０．海水の淡水化の過程

科学・技術・社会



単元の流れ
単元の導入

探求

概念

クイズ・討議・研究課題・インタネット探訪

科学・技術・社会

自律形成評価

補充学習 深化学習

単元の仕上げ



生活でつかった汚染した水を
どのようにしてきれいな水にす
るか?

討議する
３．水の汚染を減らすには
どうすれば良いか具体的な方法を
討議して書いてみよう.

補充学習

絵。下水処理の過程



探求８．地下水の形成と汚染

討議
１．地下水の汚染を阻むために

どうすれば良いか話してみよ
う.

深化学習



韓国 中学校
「環境」教科書

＜野外実習＞

観察日記を書く



＜探求活動＞

人が環境に及ぼす
影響とそれによる被害
を調べる

韓国 中学校
「環境」教科書



＜事例研究＞

人が持ってくる帰化生
物による生態系の平衡
が壊れる事例

韓国 中学校
「環境」教科書



＜討論活動＞
人間と自然はお互いがど
のような関係なのか？

韓国 中学校
「環境」教科書



＜役割遊び＞

工場排水をかくして捨
てる工場長に対する模擬
裁判

韓国 中学校
「環境」教科書



高校「環境」
教科書の
も く じ



科学・技術・社会

中学校「環境」 高等学校「環境」



科学・技術・社会

中学校「環境」 高等学校「環境」



科学・技術・社会

高等学校「環境」



科学・技術・社会
STS

高等学校「環境」



韓国高等学校での環境教育の授業場面から



韓国高等学校での環境教育の授業場面から



韓国高等学校での環境教育の授業場面から
＜水原農生命科学高等学校＞



韓国高等学校での環境教育の授業場面から
＜水原農生命科学高等学校＞



韓国高等学校での環境教育の授業場面から
＜水原農生命科学高等学校＞



ご静聴

ありがとうございました

お問い合わせ

（hatsuo@u-gakugei.ac.jp)
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